
會津若松建設事務所祭倶楽部「やってみっ会」活動体験記 Vol. ２

祭りと言えども真剣勝負。
赤白に分かれての綱引きは、本気で勝ちにいきます。
１本目は赤の勝ち。
２本目は白の勝ち。
勝敗を決める３本目は、なかなか判定が下されず、
限界を超え の踏ん張り

真剣勝負！ 大俵引き（会津美里町高田地区）

2010,01,09

限界を超えての踏ん張り。
判定が下されるまで、
ただひたすら耐えに耐えるのであります。
結果は、我が白組の勝ち！！！
勝者は、大俵の上に乗り、
手のひらサイズの子俵を観客に投げ入れます。
終わったあとの懇親会もまた楽し。
各地から駆けつけた大俵引きマニアと
酒を酌み交わすのです。
来年も参加しよっと。

参加者
唐橋 薫、安藤 正弘、瀧本 達也、福島 宏幸

１本目。気合いが足りず負け・・。

２本目。上着を脱いで気合十分。勝利！

唐橋 薫、安藤 正弘、瀧本 達也、福島 宏幸
（県庁から、大和田 章、加藤 保浩、大波 司麻、

吉田 秀一、一條 聡士、伏見 聡、
県中建設から、佐藤 文裕、国分 彰成、
田村市から、赤石沢 佑一）

応援
遠藤 光一、猪股 慶藏と息子、室井 良文
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３本目。全身全霊で勝利！ 大逆転！！！
女性陣もがんばりました。

勝者は大俵に上がれます。 疲れ切って帰ります。 大交流会にかんぱーい！ 結局は体重差勝ちです。


